
(57)【要約】

【課題】身体にしっかりとフィットし、和服の上半身部

の汚れを確実に防止でき、しかも和服姿にマッチした、

違和感のない和装用エプロンを提供する。

【解決手段】肩山から帯の上端部に到る丈長を有する背

部を覆うための後身頃と、該後身頃の肩山右側に連なる

半下前身頃と該後身頃の肩山左側に連なる半上前身頃と

、該後身頃の肩山中央部から左右の半前身頃に伸びる襟

からなり、更に、該後身頃及び半上前身頃の下部にそれ

ぞれ留め紐を有する。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
肩 山 か ら 帯 の 上 端 部 に 到 る 丈 長 を 有 す る 背 部 を 覆 う た め の 後 身 頃 と 、 該 後 身 頃 の 肩 山 右 側
に 連 な る 半 下 前 身 頃 と 該 後 身 頃 の 肩 山 左 側 に 連 な る 半 上 前 身 頃 と 、 該 後 身 頃 の 肩 山 中 央 部
か ら 左 右 の 半 前 身 頃 に 伸 び る 襟 か ら な り 、 更 に 、 該 後 身 頃 及 び 半 上 前 身 頃 の 下 部 に そ れ ぞ
れ 留 め 紐 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 和 服 用 エ プ ロ ン 。
【 請 求 項 ２ 】
後 身 頃 の 丈 長 が 、 １ ８ ～ ２ ４ ｃ ｍ で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 和 服 用 エ プ ロ ン 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 考 案 は 、 和 服 の 着 て 飲 食 す る 際 に 着 用 す る 和 服 用 エ プ ロ ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
和 服 は そ れ 自 体 高 価 で あ り 、 虫 食 い や 汚 れ は 致 命 的 で あ る 。 汚 れ の 原 因 は 様 々 で あ る が 、
最 も 気 を 付 け な け れ ば な ら な い の は 食 事 で あ る 。 染 み 等 の 汚 れ 、 特 に 料 理 の 油 物 の 汚 れ が
つ い た 場 合 、 必 ず し も そ の シ ミ や 汚 れ を 完 全 に 落 と す こ と は 容 易 な こ と で は な い 。 最 近 は
、 技 術 の 進 歩 に よ り 、 和 服 の ド ラ イ ク リ ー ニ ン グ も 可 能 と な っ た が 、 そ れ で も 完 全 に 汚 れ
落 と し た り シ ミ 抜 き を す る こ と は 容 易 な こ と で は な い 。 そ れ 故 、 結 婚 式 や パ ー テ イ ー で 和
服 を 着 て 食 事 を す る 際 に は 、 ナ プ キ ン や エ プ ロ ン を 用 い て 和 服 を 汚 さ な い よ う に 気 を 付 け
る の が ベ ス ト で あ る 。
し か し 、 ホ テ ル や 式 場 で 用 意 さ れ る ナ プ キ ン は 、 特 に 和 装 用 に 準 備 さ れ た も の で は な く 、
普 通 の ハ ン カ チ 状 の ナ プ キ ン で あ る 。 そ れ 故 、 和 服 着 用 者 の 多 く は 、 こ の ナ プ キ ン を 膝 に
置 い た 。 ナ プ キ ン を 膝 に 置 い た 場 合 、 膝 の 汚 れ は 防 止 で き る も の の 、 胸 元 の 汚 れ を 気 に す
る と き は こ れ を 襟 元 に 挟 み こ ん で 、 場 合 に よ っ て は こ れ を 手 で 押 さ え 込 み な が ら 、 食 卓 上
の 料 理 に 手 を 差 し 伸 べ て い た 。 こ の よ う な 状 況 は 、 甚 だ 不 自 由 で あ り 、 ま た 、 ナ プ キ ン が
和 服 に し っ か り と 固 定 さ れ て い る わ け で も な い の で ナ プ キ ン が 滑 り 落 ち た り 、 ま た 、 ナ プ
キ ン は 上 半 身 全 体 を 覆 っ て い る わ け で も な い の で 細 心 の 注 意 を 払 っ た と し て も 和 服 を 汚 す
こ と が あ っ た 。 ま た 、 ビ ュ ッ フ ェ 形 式 の 食 事 で は 、 席 を 立 つ た び に ナ プ キ ン を 着 脱 す る 煩
わ し さ も あ っ た 。 ま た 、 襟 元 に こ の よ う な ナ プ キ ン を 掛 け て い る 姿 は 、 必 ず し も 和 装 に マ
ッ チ す る も の で は な く 、 せ っ か く の 和 服 の 美 し さ を 半 減 す る も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の よ う な 背 景 下 に 、 従 来 よ り 、 ナ プ キ ン の 着 脱 操 作 の 改 善 に 関 す る 提 案 、 ナ プ キ ン の 滑
り 落 ち の 問 題 を 解 決 す る た め の 提 案 が 数 多 く な さ れ て お り 、 ま た 、 和 服 の た め の エ プ ロ ン
に 関 す る 提 案 も な さ れ て い る 。 こ れ ら 提 案 は 下 記 の と お り で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ５ ６ ９ ２ ９ 号 公 報 に は 、 和 服 に 調 和 す る 袴 形 の 前 掛 け に 関 す る 発 明 が 記
載 さ れ て い る 。
し か し な が ら 、 「 前 掛 け 」 の 名 称 か ら 明 ら か な よ う に 、 通 常 の 所 謂 前 掛 け と 同 様 に 下 半 身
の み を 覆 う も の で あ り 、 和 服 着 用 時 の 上 半 身 の 汚 れ を 意 図 す る も の で な か っ た 。 （ 特 許 文
献 １ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
特 開 ２ ０ ０ ３ － ６ ４ ５ ０ ３ 号 公 報 に は 、 首 掛 け に 必 要 な 形 状 を な す 線 材 を 一 辺 に 縫 い 込 ん
だ 、 装 着 す る に 首 の 後 ろ で 結 ぶ 必 要 が 無 い 脱 着 容 易 な 食 卓 ナ プ キ ン に 関 す る 発 明 が 記 載 さ
れ て お り 、 か つ 該 ナ プ キ ン の 効 果 と し て 、 従 来 の 首 の 後 ろ に 手 を 回 し 結 ぶ と ゆ う 高 齢 者 や
和 服 着 用 者 に は 困 難 な 動 作 か ら 開 放 さ れ る 旨 の 記 載 が あ る 。
し か し な が ら 、 該 ナ プ キ ン は 単 に 首 周 り へ の 脱 着 の 簡 便 性 を 意 図 し た も の で あ っ て 、 和 服
着 用 時 の 見 栄 え 等 を 意 図 し た も の で は な い 。 （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
実 開 平 ７ － ３ ０ ８ ４ ５ 号 公 報 に は 、 食 事 を 取 る 場 合 に 飲 み 物 や 調 味 料 ス ー プ 類 の 染 み 等 を
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、 衣 類 （ 着 物 も 含 め て ） に つ け る こ と も な く 安 心 し て 食 事 が 取 れ る こ と を 課 題 と し た 染 み
防 止 ナ プ キ ン に 関 す る 考 案 が 記 載 さ れ て い る 。
し か し な が ら 、 該 ナ プ キ ン は 、 紙 ナ プ キ ン 若 し く は フ ァ ッ シ ョ ン ペ ー パ ー の 裏 面 上 部 に 複
数 の 粘 着 部 を 設 け 、 粘 着 部 の 表 面 に 剥 離 紙 を 設 け た 衣 服 用 の 染 み 防 止 ナ プ キ ン で あ っ て 、
や は り 着 脱 の 容 易 性 を 意 図 し た も の で あ っ て 、 和 服 着 用 時 の 見 栄 え 等 を 意 図 し た も の で は
な い 。 （ 特 許 文 献 ３ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ７ 】
実 開 平 ５ － ８ １ ２ １ ２ 号 公 報 に は 、 ハ ン カ チ の 一 部 を 着 物 の 首 回 り に 押 し 込 ま な く て も 、
容 易 に 且 つ 迅 速 に 用 意 で き る ハ ン カ チ エ プ ロ ン 前 掛 に 関 す る 考 案 が 記 載 さ れ て い る 。 そ し
て 、 該 ハ ン カ チ エ プ ロ ン 前 掛 け は 、 ハ ン カ チ 布 の 上 部 の 左 右 に 設 け た ボ タ ン ホ ー ル と 、 首
に 回 す 紐 の 両 先 端 に ボ タ ン を 付 け 、 そ れ を 係 合 さ せ て 成 り 、 紐 を 収 納 す る ポ ケ ッ ト を 設 け
た こ と を 特 徴 と す る も の で あ り 、 ハ ン カ チ 布 素 材 と し て 和 服 地 を 用 い て も よ い 旨 の 記 載 が
あ る 。
し か し な が ら 、 該 ハ ン カ チ エ プ ロ ン 前 掛 は 、 依 然 と し て ハ ン カ チ タ イ プ で あ っ て 、 和 服 を
意 識 し た よ う な も の で は な い 。 （ 特 許 文 献 ４ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
実 用 新 案 登 録 第 ３ １ １ ８ ４ ４ ２ 号 公 報 に は 、 和 服 の 胴 体 前 面 及 び 袖 部 の 汚 れ を 効 果 的 に 防
止 す る 和 装 用 エ プ ロ ン に 関 す る 考 案 が 記 載 さ れ て い る 。 該 和 装 用 エ プ ロ ン は 、 少 な く と も
着 用 者 の 胴 体 前 部 を 被 覆 す る エ プ ロ ン 本 体 と 、 前 記 エ プ ロ ン 本 体 の 上 部 に 取 り 付 け ら れ た
首 掛 紐 と 、 前 記 エ プ ロ ン 本 体 の 両 側 側 辺 部 そ れ ぞ れ に 取 り 付 け ら れ た 紐 状 部 材 と を 有 す る
エ プ ロ ン で あ っ て 、 前 記 紐 状 部 材 の 取 付 位 置 は 、 着 用 し た 際 に 着 用 者 の 胸 部 下 か ら 腰 部 に
相 当 す る 位 置 で あ り 、 前 記 紐 状 部 材 の 先 端 部 に は 、 袖 留 め 用 把 持 具 が 設 け ら れ て い る こ と
を 特 徴 と す る も の で あ る 。
該 和 装 用 エ プ ロ ン は 、 和 装 に マ ッ チ す る よ う 、 襟 ぐ り を Ｖ 字 形 状 と す る な ど の 工 夫 は な さ
れ て い る も の の 、 胴 体 前 部 を 被 覆 す る エ プ ロ ン 本 体 は 、 依 然 と し て 洋 風 エ プ ロ ン の 形 状 で
あ っ て 、 和 服 と の 違 和 感 は 否 め な い も の で あ る 。 （ 特 許 文 献 ５ 参 照 ）
【 ０ ０ ０ ９ 】
実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ９ ５ ９ ９ ４ 号 公 報 に は 、 和 服 の 襟 元 か ら 膝 ま で を 覆 う こ と が で き 、 ま
た 、 ワ ン タ ッ チ で 装 着 可 能 で あ る 和 装 用 エ プ ロ ン に 関 す る 考 案 が 記 載 さ れ て い る 。 該 和 装
用 エ プ ロ ン は 、 上 部 襟 元 付 近 を 覆 う 部 分 に Ｖ 字 形 の 切 込 み 部 を 形 成 し 、 こ の 切 込 み 部 の 両
側 に 略 三 角 形 状 の 一 対 の 芯 部 材 を 取 り 付 け 、 こ の 芯 部 材 を 和 服 の 襟 元 の 内 側 に 折 り 込 む こ
と に よ っ て 、 エ プ ロ ン を 和 服 に ワ ン タ ッ チ で 装 着 で き る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る も の
で あ る 。
し か し な が ら 、 該 和 装 用 エ プ ロ ン は 、 上 記 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ １ ８ ４ ４ ２ 号 記 載 さ れ る 和
装 用 エ プ ロ ン と 同 様 、 和 装 に マ ッ チ す る よ う 襟 ぐ り を Ｖ 字 形 状 と す る な ど の 工 夫 は な さ れ
て い る も の の 、 胴 体 前 部 を 被 覆 す る エ プ ロ ン 本 体 は 、 依 然 と し て 洋 風 エ プ ロ ン の 形 状 で あ
っ て 、 和 服 と の 違 和 感 は 否 め な い も の で あ っ た 。 （ 特 許 文 献 ６ 参 照 ）
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 、 従 来 の ナ プ キ ン 乃 至 エ プ ロ ン は 、 形 状 的 に は 正 方 形 の ハ ン カ チ 状 形 状 の も
の が 大 半 で あ り 、 上 記 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ １ ８ ４ ４ ２ 号 又 は 公 報 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ９ ５
９ ９ ４ 号 公 報 に 記 載 さ れ る 和 装 用 エ プ ロ ン で さ え 、 体 の 正 面 で 左 前 に 着 る 和 服 の 基 本 形 態
と は 凡 そ 異 な る 言 わ ば 洋 風 前 掛 け の 域 を 脱 す る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 一 方 、 食 卓 で 着 用 す る た め の エ プ ロ ン ・ ナ プ キ ン 等 と は 概 念 を こ と に す る が 、 着 付 け を
簡 素 化 す る た め に 、 半 襦 袢 風 の 上 半 身 用 着 上 衣 と ス カ ー ト 様 の 下 半 身 用 下 衣 か ら な る 上 下
に 分 断 し た 和 服 も 提 案 さ れ て い る 。
　 例 え ば 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ０ ６ ８ ０ ９ 号 公 報 に は 、 着 衣 手 順 を よ り 簡 略 化 し つ つ 、 和 服
本 来 の 外 観 を 損 ね な い 簡 易 和 服 に 関 す る 発 明 が 記 載 さ れ て い る 。
こ の 簡 易 和 服 は 、 上 衣 及 び 下 衣 に 分 離 し た 女 性 用 和 服 に お い て 、 上 衣 は 脇 部 の 前 身 頃 及 び
後 身 頃 の 突 き 合 せ 縁 に 該 突 き 合 せ 縁 を 開 閉 自 在 に す る 上 衣 係 着 手 段 を 設 け 、 下 衣 は 脇 部 の
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前 身 頃 及 び 後 身 頃 の 突 き 合 せ 縁 に 該 突 き 合 せ 縁 を 開 閉 自 在 に す る 下 衣 係 着 手 段 を 設 け た こ
と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 し か し 、 こ の 半 襦 袢 風 の 上 半 身 用 着 上 衣 は 、 あ く ま で 和 服 で あ っ て エ プ ロ ン ・ ナ プ キ ン
等 と は 異 な る も の で あ る 。 （ 特 許 文 献 ７ 参 照 ）
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ５ ６ ９ ２ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ６ ４ ５ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 実 開 平 ７ － ３ ０ ８ ４ ５ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 実 開 平 ５ － ８ １ ２ １ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ １ １ ８ ４ ４ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ９ ５ ９ ９ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ７ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ０ ６ ８ ０ ９ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
本 考 案 の 目 的 は 、 上 記 問 題 点 に 鑑 み 、 身 体 に し っ か り と フ ィ ッ ト し 、 和 服 の 上 半 身 部 の 汚
れ を 確 実 に 防 止 で き 、 し か も 和 服 姿 に マ ッ チ し た 、 違 和 感 の な い 和 装 用 エ プ ロ ン を 提 供 す
る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 考 案 は 、 正 面 か ら 見 た 場 合 に は 、 基 本 的 に 和 服 と 同 様 の 構 成 要 素 、 即 ち 下 前 身 頃 と 上
前 身 頃 を 有 し 、 ま た 背 後 か ら 見 た 場 合 に は 、 帯 を 締 め る 領 域 の 上 端 に 至 る 後 身 頃 （ う し ろ
み ご ろ ） を 有 し 、 か つ そ れ ら 身 頃 に 施 さ れ た 襟 か ら な り 、 さ ら に 後 身 頃 の 下 方 に は 該 後 身
頃 を 上 半 身 に 固 定 す る た め の 紐 を 有 し 、 同 様 に 上 前 身 頃 の 下 方 に は こ れ ら 前 身 頃 を 胴 部 に
固 定 す る た め の 紐 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
即 ち 、 本 考 案 は 、 具 体 的 に は 下 記 に 記 載 す る と お り の 和 服 用 エ プ ロ ン で あ る 。
１ ． 肩 山 か ら 帯 の 上 端 部 に 到 る 丈 長 を 有 す る 背 部 を 覆 う た め の 後 身 頃 と 、 該 後 身 頃 の 肩 山
右 側 に 連 な る 半 下 前 身 頃 と 該 後 身 頃 の 肩 山 左 側 に 連 な る 半 上 前 身 頃 と 、 該 後 身 頃 の 肩 山 中
央 部 か ら 左 右 の 半 前 身 頃 に 伸 び る 襟 か ら な り 、 更 に 、 該 後 身 頃 及 び 半 上 前 身 頃 の 下 部 に そ
れ ぞ れ 留 め 紐 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 和 服 用 エ プ ロ ン 。
２ ． 後 身 頃 の 丈 長 が 、 １ ８ ～ ２ ４ ｃ ｍ で あ る 上 記 １ に 記 載 の 和 服 用 エ プ ロ ン 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 考 案 の 和 服 用 エ プ ロ ン は 、 正 面 か ら 見 た 場 合 、 襟 を 有 す る 半 下 前 身 頃 と 半 上 前 身 頃 を
左 前 に し て 着 付 け て い る の で 、 完 全 な 和 風 で あ っ て 、 和 服 の イ メ ー ジ に マ ッ チ す る も の で
あ る 。
　 ま た 、 背 後 か ら 見 た 場 合 も 、 後 身 頃 の 丈 が 帯 の 上 端 ま で し か な い の で 、 和 服 の ポ イ ン ト
で あ る 帯 を 隠 す こ と も な い 。
本 考 案 の 効 果 を 具 体 的 に 述 べ れ ば 下 記 の と お り で あ る 。
（ １ ） 襟 を 有 す る 下 前 身 頃 と 上 前 前 身 を 左 前 に し て 着 る こ と が で き る の で 、 完 全 な 和 風 で
あ っ て 、 和 服 の イ メ ー ジ に よ く マ ッ チ す る 。
（ ２ ） 後 身 頃 と 半 上 前 身 頃 を 留 め 紐 で 身 体 に し っ か り 固 定 す る こ と が で き る の で 、 ナ プ キ
ン の よ う に ず れ 落 ち る 心 配 が な い 。
（ ３ ） 前 身 頃 と 後 身 頃 を つ な ぐ 脇 縫 い が 存 在 し な い の で 、 エ プ ロ ン の 着 用 に 当 た っ て 袖 を
通 す 必 要 が な く 、 単 に 、 後 ろ か ら 羽 織 る 感 覚 で 着 用 す れ ば よ い の で 、 振 袖 の よ う に 大 き な
袖 を 有 す る 和 服 で も 、 着 用 が 極 め て 容 易 で あ る 。
（ ４ ） 更 に 、 和 服 と 同 一 の 模 様 の 生 地 で 仕 立 て た 場 合 に は 、 全 く 、 違 和 感 が な い ば か り か
、 周 囲 の 者 に 斬 新 な 印 象 を 与 え る も の で あ る 。
（ ５ ） 本 考 案 の 和 服 用 エ プ ロ ン は 、 留 め 紐 に よ っ て 身 体 に し っ か り 固 定 す る こ と が で き 、
か つ 、 和 服 の イ メ ー ジ を 有 す る も の で あ る か ら 、 ビ ュ ッ フ ェ 形 式 の パ ー テ イ ー な ど で も 自
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由 に 立 ち 歩 く こ と が 可 能 で あ る 。
（ ６ ） 後 身 頃 の 丈 （ 長 さ ） は 、 肩 山 か ら 帯 の 上 端 部 に 到 る 丈 長 を 有 し 、 和 服 の 美 し さ の 象
徴 で も あ る 帯 、 お 太 鼓 を 隠 す こ と が な い の で 、 背 後 か ら 見 て も 和 服 の 美 し さ が 損 な わ れ な
い 。
（ ７ ） 半 前 身 頃 の 丈 （ 長 さ ） は 、 半 襦 袢 程 度 の 長 さ で あ っ て 、 エ プ ロ ン 乃 至 は ナ プ キ ン と
し て の 機 能 を 十 二 分 に 発 揮 し 得 る も の で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 明 細 書 に お け る 各 用 語 の 意 味 は 、 以 下 の と お り で あ る 。
「 身 頃 （ み ご ろ ） 」 は 、 前 身 頃 と 後 身 頃 を 意 味 す る 。 こ の う ち 、 「 前 身 頃 」 は 、 肩 山 即 ち
肩 を 境 に し て 、 前 方 、 即 ち 胸 側 を 覆 う 生 地 部 分 を 意 味 す る 。 「 後 身 頃 」 は 、 肩 山 を 境 に し
て 、 後 方 、 即 ち 背 中 を 覆 う 生 地 部 分 を 意 味 す る 。
「 下 前 身 頃 」 と は 、 着 付 け を し た と き に 下 側 に 位 置 す る 前 身 頃 、 即 ち 右 側 の 前 身 頃 を 意 味
す る 。
「 上 前 身 頃 」 と は 、 着 付 け を す る と き に 、 上 側 に 位 置 す る 前 身 頃 、 即 ち 左 側 の 前 身 頃 を 意
味 す る 。
「 後 身 頃 」 と は 、 背 中 部 分 の 身 頃 を 意 味 す る 。
「 お く み 」 と は 、 和 服 の 前 身 頃 の 幅 を 補 う た め に 足 す 半 幅 の 布 を 意 味 す る 。
「 半 下 前 身 頃 」 と は 、 長 着 に 対 す る 用 語 で あ り 、 下 前 身 頃 の 丈 （ 長 さ ） が 半 襦 袢 程 度 の 腰
部 ま で の 長 さ を 有 す る 下 前 身 頃 を 意 味 す る 。
「 半 上 前 身 頃 」 と は 、 長 着 に 対 す る 用 語 で あ り 、 上 前 身 頃 の 丈 （ 長 さ ） が 半 襦 袢 程 度 の 腰
部 ま で の 長 さ を 有 す る 上 前 身 頃 を 意 味 す る 。
「 肩 山 」 と は 、 前 後 の 続 い て い る 身 頃 の 中 央 の 山 部 分 、 即 ち 、 肩 部 に 位 置 す る 前 身 頃 と 後
身 頃 の 境 界 部 を 意 味 す る 。
「 後 身 頃 の 下 部 の 留 め 紐 」 と は 、 後 身 頃 を 上 半 身 に 固 定 す る た め の 紐 を 意 味 す る 。 紐 は 、
特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 後 身 頃 の 下 部 の 左 右 両 端 に 設 け れ ば よ い 。
「 上 前 身 頃 の 下 部 の 留 め 紐 」 と は 、 半 上 前 身 頃 を 胴 部 に 固 定 す る た め の 紐 を 意 味 す る 。 紐
は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 上 前 身 頃 の 下 部 の 左 右 両 端 に 設 け れ ば よ い 。
　 こ れ ら 留 め 紐 に 、 ボ タ ン 、 ス ナ ッ プ 、 あ る い は マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） 等 の 面 フ ァ
ス ナ ー 等 の 各 種 係 止 具 を 取 り 付 け て も よ い 。
　 本 考 案 の 和 服 用 エ プ ロ ン は 、 好 ま し く は 女 物 で あ る が 、 特 に 制 限 は な く 、 男 物 で あ っ て
も 、 あ る い は 子 供 物 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 女 物 を 例 に 、 平 均 的 寸 法 を も っ て 具 体 的 に 述 べ る が 、 身 長 等 に よ っ て 寸 法 が 異 な
る こ と は 当 然 の こ と で あ っ て 、 下 記 数 値 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 本 考 案 の 和 服 用 エ プ
ロ ン は 、 和 服 の 上 に 着 用 す る こ と か ら 、 通 常 の 浴 衣 等 の 長 着 を 仕 立 て る 場 合 よ り 、 肩 幅 、
前 幅 、 抱 き 幅 、 合 づ ま 幅 、 襟 肩 明 き 等 を 、 そ れ ぞ れ 、 お お よ そ ２ ｃ ｍ 程 度 大 き め に す る の
が 好 ま し い 。 一 例 を 挙 げ れ ば 下 記 の と お り で あ る 。
肩 幅 は 、 好 ま し く は ３ １ ～ ３ ８ ｃ ｍ 、 好 適 に は ３ ３ ～ ３ ７ ｃ ｍ で あ る 。
前 幅 は 、 好 ま し く は 肩 幅 よ り 若 干 短 め の ２ ６ ～ ３ ３ ｃ ｍ 、 好 適 に は ２ ８ ～ ３ ２ ｃ ｍ で あ る
。
抱 き 幅 は 　 好 ま し く は ほ ぼ 前 幅 と 同 様 乃 至 は 若 干 短 め の ２ ５ ～ ３ ２ ｃ ｍ 、 好 適 に は ２ ７ ～
３ １ ｃ ｍ で あ る 。
合 づ ま 幅 は 、 お お よ そ 肩 幅 か ら 前 幅 を 差 し 引 い た 長 さ で あ り 、 好 適 に は ３ ～ ８ ｃ ｍ で あ る
。
襟 肩 明 き は 、 通 常 の 長 着 よ り 広 め と し 、 好 適 に は １ ３ ～ １ ６ ｃ ｍ で あ る 。
襟 幅 は 、 上 で ５ ． ５ ～ ６ ｃ ｍ 、 下 で ６ ～ ７ ． ５ ｃ ｍ で あ る 。 上 と 下 で 同 じ 寸 法 で あ っ て も
よ い 。
後 身 頃 丈 は 、 好 ま し く は １ ８ ～ ２ ４ ｃ ｍ 、 好 適 に は １ ９ ～ ２ ２ ｃ ｍ で あ る 。
半 下 前 身 頃 と 半 上 前 身 頃 の 丈 は 、 半 襦 袢 程 度 の 長 さ で あ り 、 具 体 的 に は ６ ０ ～ ７ ０ ｃ ｍ 、
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好 適 に は ６ ３ ～ ６ ８ ｃ ｍ で あ る 。
後 身 頃 の 紐 は 、 そ れ ぞ れ 後 身 頃 の 最 下 部 の 両 側 に 設 け れ ば よ い 。 ま た 、 半 上 前 身 頃 の 紐 は
、 そ れ ぞ れ 半 上 前 身 頃 の 下 か ら 測 っ て ２ ４ ｃ ｍ 程 度 の と こ ろ の 両 側 に 設 け れ ば よ い 。
以 下 、 図 １ 乃 至 図 ４ を 用 い て 本 考 案 の 和 服 用 エ プ ロ ン に つ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 和 服 用 エ プ ロ ン （ １ ） は 、 肩 山 （ ６ ） か ら 帯 （ Ｂ ） の 上 端 部 に 到 る 丈 長 を 有 す る 背 部 を
覆 う た め の 後 身 頃 （ ２ ） と 、 該 後 身 頃 （ ２ ） の 肩 山 （ ６ ） 右 側 に 連 な る 半 下 前 身 頃 （ ４ ）
と 該 後 身 頃 （ ２ ） の 肩 山 （ ６ ） 左 側 に 連 な る 半 上 前 身 頃 （ ３ ） と 、 該 後 身 頃 の 肩 山 中 央 部
か ら 左 右 の 半 前 身 頃 に 伸 び る 襟 （ ５ ） か ら な り 、 更 に 、 該 後 身 頃 及 び 半 上 前 身 頃 の 下 部 に
そ れ ぞ れ 留 め 紐 （ ８ ， ８ ’ ） （ ７ 、 ７ ’ ） を 有 す る 。
　 後 身 頃 （ ２ ） は 一 枚 の 布 か ら 構 成 さ れ て も よ い し 、 通 常 の 和 服 の よ う に 左 右 ２ 枚 の 後 身
頃 を 縦 方 向 に 縫 い 合 わ せ て も よ い 。 後 身 頃 （ ２ ） の 丈 は 、 帯 を 隠 さ な い 程 度 の 長 さ 、 即 ち
、 肩 山 か ら 帯 の 上 端 部 に 到 る 丈 長 で あ る こ と が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 、 １ ８ ～ ２ ４ ｃ ｍ 、
好 適 に は １ ９ ～ ２ ２ ｃ ｍ 、 特 に 好 適 に は ２ ０ ｃ ｍ で あ る 。
　 半 下 前 身 頃 （ ４ ） 及 び 半 上 前 身 頃 （ ３ ） の 丈 （ 長 さ ） は 、 身 長 等 に よ っ て 異 な る が 、 短
す ぎ る と エ プ ロ ン 乃 至 ナ プ キ ン と し て の 機 能 を 果 た し 得 ず 、 ま た 長 す ぎ て も 見 栄 え ・ バ ラ
ン ス が 悪 い こ と か ら 、 最 適 の 丈 は 、 半 襦 袢 程 度 の 腰 部 ま で の 長 さ で あ る 。 具 体 的 に は 大 人
の 女 性 用 で ６ ０ ～ ７ ０ ｃ ｍ 、 好 適 に は ６ ３ ～ ６ ８ 、 特 に 好 適 に は ６ ５ ｃ ｍ で あ る 。 ま た 、
こ れ ら 半 下 前 身 頃 （ ４ ） 及 び 半 上 前 身 頃 （ ３ ） は 、 前 身 頃 の 幅 を 補 う た め に 足 す 所 謂 「 お
く み 」 を 用 い て 目 的 と す る 前 身 頃 幅 に 仕 上 げ て も よ い し 、 あ る い は 一 枚 の 生 地 を 裁 断 し て
所 定 幅 と し て も よ い 。
　 襟 （ ５ ） は 、 通 常 の 和 服 （ Ａ ） と 同 じ で あ り 、 後 身 頃 の 肩 山 中 央 部 か ら 左 右 の 半 前 身 頃
に 伸 び る も の で あ る 。 襟 幅 は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 上 で ５ ． ５ ～ ６ ｃ ｍ 、 下 で
６ ～ ７ ． ５ ｃ ｍ と す る の が 好 ま し い 。 上 と 下 で 同 じ 寸 法 で あ っ て も よ い 。
　 後 身 頃 （ ２ ） の 最 下 部 に は 、 後 身 頃 を 上 半 身 に 固 定 す る た め の 留 め 紐 （ ８ ， ８ ’ ） を 設
け る 。 紐 （ ８ ， ８ ’ ） は 、 好 ま し く は 後 身 頃 の 下 部 の 左 右 両 端 に 設 け れ ば よ い が 、 必 ず し
も 限 定 的 な も の で は な く 、 片 方 の み に 付 け て 、 こ れ を 他 方 に ホ ッ ク や ス ナ ッ プ 、 あ る い は
マ ジ ッ ク テ ー プ （ 登 録 商 標 ） 等 の 面 フ ァ ス ナ ー 等 の 各 種 係 止 具 に よ っ て 固 定 す る よ う に し
て も よ い 。
ま た 、 半 上 前 身 頃 （ ３ ） の 下 部 に も 留 め 紐 （ ７ 、 ７ ’ ） を 設 け る 。 こ れ は 、 該 半 上 前 身 頃
を 胴 部 に 固 定 す る た め の も の で あ る 。 留 め 紐 （ ７ 、 ７ ’ ） を 設 け る 位 置 は 、 特 に 限 定 さ れ
る も の で は な い が 、 半 上 前 身 頃 の 下 部 の 左 右 両 端 で あ っ て 、 そ の 底 部 か ら ２ ５ ｃ ｍ 程 度 の
場 所 に 設 け る の が よ い 。 特 に 、 着 衣 し た と き の 見 栄 え を 考 慮 す る と 、 襟 側 の 留 め 紐 （ ７ ）
を 脇 側 の 留 め 紐 （ ７ ’ ） に 対 し て や や 下 方 に 位 置 す る よ う に 取 り 付 け る の が 好 ま し い 。
こ れ ら 後 身 頃 （ ２ ） と 、 半 下 前 身 頃 （ ４ ） 及 び 半 上 前 身 頃 （ ３ ） は 、 脇 縫 い を す る こ と な
く 肩 山 の み で 縫 い 合 わ さ れ て い る 。 し た が っ て 、 本 考 案 の 和 服 用 エ プ ロ ン を 身 に 着 け る に
当 た っ て 、 袖 を 通 す 必 要 が な く 、 振 袖 の よ う な 場 合 に も 羽 織 る だ け で 容 易 に 着 衣 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 考 案 の 和 服 用 エ プ ロ ン は 、 上 記 の よ う な 構 造 を 有 す る の で 、 先 に も 述 べ た と お り 、 下
記 の よ う な 効 果 を 有 す る 。
（ １ ） 襟 を 有 す る 半 下 前 身 頃 と 半 上 前 前 身 を 左 前 に し て 着 付 け て い る の で 、 完 全 な 着 物 ス
タ イ ル で あ っ て 、 和 服 の イ メ ー ジ に よ く マ ッ チ す る 。
（ ２ ） 後 身 頃 と 半 上 前 身 頃 を 留 め 紐 で 身 体 に し っ か り 固 定 す る こ と が で き る の で 、 ナ プ キ
ン の よ う に ず れ 落 ち る 心 配 が な い 。
（ ３ ） 前 身 頃 と 後 身 頃 を つ な ぐ 脇 縫 い が 存 在 し な い の で 、 着 用 に 当 た っ て 袖 を 通 す 必 要 が
な く 、 単 に 、 後 ろ か ら 羽 織 る 感 覚 で 着 用 す れ ば よ い の で 、 振 袖 の よ う に 袖 の 大 き な 和 服 で
も 、 着 用 が 極 め て 容 易 で あ る 。
（ ４ ） 更 に 、 和 服 と 同 一 の 生 地 で 仕 立 て た 場 合 に は 、 全 く 、 違 和 感 が な い ば か り か 、 周 囲
の 者 に 斬 新 な 印 象 を 与 え る も の で あ る 。
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（ ５ ） 本 考 案 の 和 服 用 エ プ ロ ン は 、 身 体 に し っ か り 固 定 す る こ と が で き 、 か つ 、 和 服 の イ
メ ー ジ を 有 す る も の で あ る か ら 、 ビ ュ ッ フ ェ 形 式 の パ ー テ イ ー な ど で も 自 由 に 立 ち 歩 く こ
と が 可 能 で あ る 。
（ ６ ） 本 考 案 の 和 服 用 エ プ ロ ン の 後 身 頃 の 丈 （ 長 さ ） は 、 肩 山 か ら 帯 の 上 端 部 に 到 る 丈 長
を 有 し 、 和 服 の 美 し さ の 象 徴 で も あ る 帯 、 お 太 鼓 を 隠 す こ と が な い の で 、 背 後 か ら 見 て も
和 服 の 美 し さ が 損 な わ れ な い 。
（ ７ ） 本 考 案 の 和 服 用 エ プ ロ ン の 半 前 身 頃 の 丈 （ 長 さ ） は 、 半 襦 袢 程 度 の 長 さ で あ っ て 、
エ プ ロ ン 乃 至 は ナ プ キ ン と し て の 機 能 を 十 二 分 に 発 揮 し 得 る も の で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 考 案 の 和 服 用 エ プ ロ ン は 、 す で に 詳 細 に 述 べ た と お り 、 正 面 か ら 見 た 場 合 、 襟 を 有 す
る 半 下 前 身 頃 と 半 上 前 身 頃 を 左 前 に し て 着 用 す る の で 、 完 全 な 着 物 風 で あ っ て 、 和 服 の イ
メ ー ジ に マ ッ チ す る も の で あ り 、 か つ 上 半 身 胸 部 ・ 胴 部 に し っ か り 固 定 す る こ と が で き る
の で ず れ 落 ち る こ と も な い 。 ま た 、 背 後 か ら 見 た 場 合 、 後 身 頃 が 和 服 の ポ イ ン ト で あ る 帯
を 隠 す こ と が な く 、 和 服 の 美 し さ を 損 な う こ と が な い 。 更 に は 、 前 身 頃 と 後 身 頃 を つ な ぐ
脇 縫 い が 存 在 し な い の で 、 エ プ ロ ン の 着 用 に 当 た っ て 袖 を 通 す 必 要 が な く 、 単 に 、 後 ろ か
ら 羽 織 る 感 覚 で 着 用 す れ ば よ い の で 、 振 袖 の よ う に 袖 に 大 き な 和 服 で も 、 着 用 が 極 め て 容
易 で あ る 。
　 し た が っ て 、 食 事 の た め の ナ プ キ ン 乃 至 前 掛 け と し て 十 分 な 効 果 を 発 揮 す る だ け で な く
、 着 用 も 容 易 で あ り 、 し か も 和 服 の イ メ ー ジ に よ く マ ッ チ す る も の で あ る か ら 、 結 婚 式 等
で の 食 事 の み な ら ず ビ ュ ッ フ ェ 形 式 の パ ー テ イ ー な ど で も 、 食 事 に よ る 和 服 の 汚 れ を 気 に
す る こ と な く 、 お し ゃ れ を 楽 し み な が ら 、 食 事 を 満 喫 す る こ と が で き る 。 ま た 、 食 事 の み
な ら ず 簡 単 な 水 仕 事 等 を 行 う と き に も 有 効 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に 係 る 和 服 用 エ プ ロ ン の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 に 係 る 和 服 用 エ プ ロ ン の 背 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 和 服 の 上 に 本 考 案 の 和 服 用 エ プ ロ ン を 着 用 し た 状 態 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 和 服 の 上 に 本 考 案 の 和 服 用 エ プ ロ ン を 着 用 し た 状 態 を 示 す 背 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ 　 本 考 案 に 係 る 和 服 用 エ プ ロ ン
　 ２ 　 後 身 頃
　 ３ 　 半 下 前 身 頃
　 ４ 　 半 上 前 身 頃
　 ５ 　 襟
　 ６ 　 肩 山
　 ７ 　 上 前 身 頃 の 下 部 の 留 め 紐
８ 　 後 身 頃 の 下 部 の 留 め 紐
　 Ａ 　 和 服
　 Ｂ 　 帯
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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